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本論文は、カテゴリを用いた分散表現獲得手法によって大規模テキストデータの多様
なエンティティを分析する手法を提案し、その有効性を調べた研究である。	
ビッグデータの時代において、実世界エンティティはウェブ上やデータベースにテキ
スト形式を伴って表現されることが多くなってきた。それにつれ、電子的に記録された
膨大なデータから有用な知識を抽出する必要性が近年高まっている。しかしウェブ上ま
たはデータベース上のエンティティは構造的に整理されたデータではないことが多く、
様々な形式で書かれたテキストを伴っている。そのような場合、多様なエンティティを
把握・理解するために我々はカテゴリと呼ばれるようなエンティティを包含するまとま
りを用いることが多い。ここで議論するカテゴリは必ずしも構造的になっている必要は
なく、人間が整理のためにエンティティを共通の性質でまとめたグループのことを指す。
こういったカテゴリには、ECサイトの商品カテゴリや学術論文のキーワードといった明
示的につけられたカテゴリ(明示的カテゴリ)と、ソーシャルメディアのユーザのコミュ
ニティに挙げられるような似たエンティティをまとめる手法によって得られた暗黙的
なカテゴリ（暗黙的カテゴリ）が含まれる。このようなカテゴリをエンティティの情報
に加えて用いることで、提案手法はカテゴリからエンティティの類似性を学習でき、逆
にエンティティからカテゴリの類似性も学習できるため、エンティティの俯瞰的解析を
行うのに用いることができる。	
本論文において提案する手法は、カテゴリとエンティティの類似性を学習する分散表
現獲得手法である。分散表現はエンティティを固定長の実数値ベクトルに射影して得ら
れるもので、自然言語処理では近年この手法の研究が進んだ。その理由としては、自然
言語コーパスに多数存在する低頻度語の表現を、その文脈として出現する高頻度語を用
いて学習できるためである。現代多くの企業や研究機関が直面する大規模データには多
数のカテゴリとエンティティがあり、比較的低頻度なエンティティやカテゴリは単語と
同様に従来手法により扱いにくかったことから、本論文ではこのアイデアをカテゴリと
エンティティに対しても適用した。	
筆者はカテゴリベクトルモデルという、カテゴリ・エンティティ・単語の分散表現を
同時に学習させるモデルを提案し、その有効性を従来手法であるBag-of-words手法と既
存の分散表現獲得手法である段落ベクトルモデルと比較した。ECサイトの商品カテゴリ
（明示的カテゴリ）とソーシャルメディアのコミュニティ(暗黙的カテゴリ)の両方にお
いて、それぞれの手法でテキストからエンティティの表現を生成し、カテゴリを推測す
るタスクにその表現を用いた。それらの精度を比較した結果、提案手法であるカテゴリ
ベクトルモデルによるエンティティの表現を用いると最も精度よくカテゴリを推測す
ることができることがわかった。また、同じ単語がカテゴリ間でどのように異なる分散
表現を得るのかソーシャルメディアのデータを用いて調べると、カテゴリベクトルの類
似したカテゴリ同士で得られる単語の分散表現もまた類似することがわかり、カテゴリ
ベクトルがユーザの書き込みの傾向を表現していることが確認できた。	
本論文の提案手法はオントロジーや構造的知識を用いた既存のトップダウン的アプ
ローチと比較すると汎用的に手に入るカテゴリを用いているためデータの制約が少な
いため応用範囲が広く、Bag-of-wordsのようなボトムアップ的アプローチと比較すると
カテゴリを用いることでエンティティの関係性をより良く扱えるため、それらの中間に
位置付けられる研究である。また大規模データに対しても適用可能なスケーラビリティ
を持っているため、企業の持つ大規模データに存在する種々のエンティティを俯瞰して
意思決定をするためのツールとすることができる。提案手法が、大規模データに対して
カテゴリを用いる新たな分析手法の基礎にとなることを筆者は期待している。	
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